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かに自らの役割を主張・獲得する o (2) 18世紀の対外関係は、その前半段階から変動を続け、唐船への対
応を通して対外関係と地域との関わりが再認識された。 (3)I武威Jは享保期に地域社会において対外関係
との関わりを軸に意識化され、天明期以降、ロシア・イギリスという外的要因が加わることにより、「武j
の意識を核に、他国.1也氏族を「夷Jと位置づけることで、「四つの口Jや役の枠組みを乗り越えた「藩J
認識の形成をみる。
本論文は、近世臼本の対外関係は「四つの口Jにおいて大名や都市が独占的・酉定的に担っていたもので
はなく、 18世紀前半段階からその担い手とシステムを変容させつつ成り立っていたことを明らかにしたD
そして、天明期に日本を守る「藩jという認識が形成されたことにより、個別藩が幕府から自らを相対化し
はじめ、幕府・藩・地域社会の相互関係が変容していったという展望を示した。
審査の結果の要冨
本論文は、天明期以降の新たな対外関係の変化に接した平戸藩において、藩主清と器内の藩士・町人・浦
人らがどのような地域意識を形成したか、それらが松浦家の家譜にどのように編成・統合され、「藩jとし
ての認識が創出されたかを実証的に明らかにしている。その際に示した史料の発掘・収集・整理については、
たぐいまれな能力を示している。その成果は、近世対外関係を支える地域の自己認識である「武Jの論理と
対外関係の歴史性としづ意識に収紋し、それらの関連がどのように「藩jの意識を形成したのかを論理的に
解明するものである。
本論文は、近世初期から後期にいたる平戸を中心とした地域社会論を、対外関係の展開と関わらせること
で大きく環日本海と東アジア世界のなかに位置づけるという斬新な研究視角を示した優れた研究成果であ
る。それだけに、さらに追及されるべきであろう論点がある。 18世紀半以降には、広域的な市場が形成され、
大名領による地域的な分断が経済発展の紐害要因と化し、向日寺に領主権力による十分な領民把握が困難にな
る。それは 19世紀には「内憂Jと「外患jとして先鋭化した危機感をうむが、「武Jの意識あるいは「藩j
意識はどのように地域社会の近代移行期のあり方を規定化していくのか、この点はなお解明される余地があ
ろう。
こうした課題を残すものの、本論文によって、近世日本総体としての対外関係と地域社会との関わりだけ
でなく、地域社会に内在化した対外認識と藩権力による意識化の過程が解明される緒が提示されたと言って
も過言ではな¥.，'0本論文は近世の対外関係にグローバルとローカルの視点から新たな研究視座を与えるもの
であり、実証性の高さだけでなく変化する東アジアの国際秩序の変容を反映させつつ近世を通じて対外関係
への関わりが地域に内在化することを論理化した、極めて問題提起的で意欲的な研究成果であり、学界に大
きく寄与するものである。
平成 24年 i月10日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本論
文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致で
合格と判定された。
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(文学)の学位を受けるに十分な資格を有
するものと認める。
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